













































見たときは "My jaw dropped!" だったと言ってま
すが、実は隠れファンです。でもパーティーあた
りで "That's my favorite." なんて述べると、まあ
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slurs とか racial jokes を扱ったものです。これは
かなりきわどい。ちょっと間違えると人権団体か
ら苦情が来そうな内容もあります。平和なところ
では、日本のクイズ番組を題材にしたスキットで、
日本人に扮したレギュラーやゲストが問題を間違
えるたびに指を詰めたり切腹したりと、まあよく
やるわというくらいの固定観念でもって笑わせま
す。まさか真剣に見ている人はいないと思います
が、アメリカの片田舎では日本は中国の一部だと
か大陸と地続きだとか思っている人がいるような
ので、笑いも半減です。(事実、日本人がアメリカ
を知るほどアメリカ人は日本を知りません。)なか
にはある民族の行動パターンを露骨に茶化したり
するものもあって、ある意味でけっこうスリリン
グだったりします。
　でもこれはある面で健全なのかもしれません。
多民族であふれ、民族的対立が日常茶飯事になっ
てしまったアメリカでは、何がしかの民族的な(固
定）観念を払拭するのは非常に困難です。腹の中
に溜めて、あらぬステレオタイプを助長するより
は、いっそ全てを吐き出してお互いを笑い飛ばし
たほうが楽なのかもしれません。いわば社会的偏
見のガス抜き弁とでも言ったらいいでしょうか。
事実、いつも特定の人種・民族だけを槍玉に挙げ
ることはありません。この是非はともかく、現実
の問題を考える機会としてこれ以上のものはそれ
ほど見当たらないでしょう。
　紙面も少なくなってきたので、最後に強烈なの
を一つ。これをはじめて見た時はさすがに目が点
になりました。普通トークショーと言えば、
"Oprah"とか"David Letterman Show"なんかが有
名で人気がありますが、この世界のダースベー
ダーはなんといっても"Jerry Springer"でしょう。
（これらはどれも司会者の名前が番組名になって
います。)もう出演者がとんでもない。Teenage 
motherの姉妹そろってその子供の父親が実の父
だとか、10歳からprostituteとして搾取され、そ
そのかしていたのが母親だとか、美しき良きアメ
リカなんてどこ吹く風。もうこの世の終わりのよ
うな人たちが我が物顔でわめき散らして、乱闘騒
ぎは当たり前と言う番組。(さすがに深夜にしか
やっていません。)はじめは「本当」の乱闘だった
ようですが、あまりにも日常的に起こるので疑問
の声があがりました。幸か不幸かこの番組はヤラ
セだとわかり、この点日本の某番組を思い起こさ
せます。この番組のパロディーまで出て来る始末
です。それにしても、人間のあり方はこうも多様
かと考えさせられます。
　しかしこれはある意味必然かもしれません。TV
番組の多様性は社会構造の反映とも取れるからで
す。実際はその社会階層、宗教、価値観などの多
様性に見合った番組が存在するはずです。この点
で、現在私たちが日本で見られるアメリカの番組
は偏っています。Sitcomの出演者はほとんどが中
流以上、家族愛と自由に満ちた理想の国の体現者。
でもTV 番組同様、買い物に行けば社会階層に応
じたスーパーマーケットがあり、それぞれの収入
やステータスに応じた生活をしています。その点
日本ではいいもの悪いものの差が少ない代わりに
選択の幅が狭い。(最近は「差別化」のあおりでこ
の傾向は薄れ始めていますが。)しかし…こんなこ
とを考え出すときりがありません。もうやめます。
皆さんもアメリカに行く機会があったら、なかな
か見えない面をあえて見るように心がけてくださ
い。何についてもいえることですが、既に出来上
がったイメージが真実とは限りません。唐突です
がこれにて。
　SEMO 大学にはもうこれまでに３度行ったこ
とになる。初めは94年であり、その後99年、2000
年である。これらの滞在のうち今年は夏の間に３
週間ほど学生たちと滞在することができたので、
これまで訪れることのなかったミズーリー州とそ
の近辺の幾つかの町や村を見ることができた。や
はり、夏のあいだは良い天気が続くので私たちの
行動半径が広がり、名古屋市におけるよりも高い
気温にもかかわらず、あちこちを当地にいるあい
だに見ておいてやろうとする意欲がかき立てられ
た。
　ケイプ・ジラドーは、人口６、７万人の小さな
市で、学生数が一万人ほどの大学が市の中心部分
を作っている学園都市であるといってよい。ただ、
日本の同じ程度の人口の都市に比べれば、やはり
市域は広くてずっとゆったりした町並である。町
の中心部から車で５分も外に出れば、森や林が道
路の両側に広がり、目にはいる建物の間隔はまる
で北海道の田舎のようである。しかし、このよう
に広大な空き地がふんだんにあることと、自動車
の普及が、町の中心部の過疎化と、郊外での大き
な商業地区の誕生をどんどん押し進めていく。ケ
イプ・ジラドーのかつてのダウンタウンは平日に
は買い物客の姿はまばらで、19世紀に建てられた
風格のあるロイヤルニューオルリンズや、南北戦
争中に一時北軍のグラント将軍の司令部として使
用されたポート・ケイプ・ジラドーの煉瓦作りの
建物なども、今ではケイプの ‘歴史的下町’ と名
づけられて、その他の多くのしゃれた造りの建物
と一緒に半ば観光客になにがしかの郷愁を感じさ
せる場所として存在しているに過ぎないようにみ
える。人々は、何処の国でも今ではそうであるよ
うに、より便利なところに住み、効率よく毎日を
送ることを望んでいるかのようにみえる。19世紀
まではミシシピー川が北部と南部を繋ぎ、産業や
観光業でも中心的な役割をになっていたけれども、
今世紀の半ば以後は、数隻の観光船がオハイオ州
のシンシナティーからニューオルリンズまで、19
世紀をなつかしむ観光客を乗せて回遊しているに
すぎない。かつて、河川が商品輸送の役割を担っ
ていた時代は今では遠い過去のものとなり、河川
は鉄道にとって変わられ、更に車と飛行機がこの
広大なアメリカ合衆国の陸地をぬっている。
　しかしながら、こうして、ケイプの町が過去の
面影を失い、次第に近代的な町へと衣更えをして
いく反面、現代の喧噪と能率化から逃れ、かつて
の静かで手作りの、より人間の匂いのする過去の
遺産を愛し、大事に後世に残しておきたいと考え
ている人々が沢山いるのも事実だ。その一つが、
セントルイスとケイプのほぼ中間に位置するセイ
ント･ジェネビーブの町であり、そこに今も多数
残っている18世紀のフレンチ･コロニアル造りの
家々は、現在も個人が使用したり、既に記念的な
建物として大切に保存されたりしている。多くの
建物が18世紀、あるいは、19世紀初頭の建物であ
り、Sさんは1795年の家を手に入れて少しづつ補
修工事をしながら住んでいる。このような古い建
造物を21世紀に残していくことにはお金もかかり
大変なことと思われるけれども、州と町が占い
家々保存のために積極的な姿勢をとり、基金を
